
データで見るヘルメットの重要性

ヘルメット未着用での自転車事故が

特に深刻な被害につながってしまうことも多く、

大切な従業員の皆さまを守るためにもヘルメット着用促進が必要です。
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ヘルメットの着用・非着用時の衝撃比較

転倒実験の結果、ヘルメットの重要性が浮き彫りとなりました。「ヘルメット装着」の場合には、比較的軽微な応力（頭蓋骨にか

かる力）が、接触部分を中心とした限られたエリアで作用するにとどまりました。一方、「ヘルメット未装着」の場合、頭蓋骨骨折

を起こすに十分な応力が広い範囲にわたって作用していることがわかります。

「ヘルメット装着の場合」と「ヘルメット未装着の場合」の
人体モデルを使った「転倒実験」シミュレーション結果

頭蓋骨にかかる応力※分布
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※応力とは…
転倒時の加速度や角度、接触する物質の硬度などを総合的に加味して解析される「損傷作用を及ぼす力の総和」で、
シュミレーション結果は頭蓋骨にかかる力の強さと作用が及ぶ範囲を表している。27MPa以上では骨折の可能性が極
めて高くなる。

転倒時の損傷部位の中で「頭部」が圧倒的多数

を占めています。これは転倒の際の路面や縁石

での強打、自動車等との衝突で車輪に巻き込ま

れたり車体や外板で強打することが多いことが

原因といわれています。

これらによって頭蓋骨骨折や脳挫傷、脳しんとう

を起こすケースが多く、死亡に至っています。

「手軽な乗り物」という油断を生みがちな自転車

ですが、万が一の事故で頭部に損傷を受けると

死亡に至る事故に繋がります。

出典：
「交通事故分析リポー
トVol.97」/   （公財）交
通事故分析センター
（平成24年11月）

損傷主部位の割合 H21~23年の死亡事故1981人
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協力：（独）産業技術綜合研究所、金沢大学、（株）オージーケーカブト

従業員の皆さまの大切な命を守るためにも
ヘルメット導入を是非ご検討ください

自転車事故での損傷で最も多く、最も死亡に至りやすい損傷個所は頭部

頭部に損傷を負うと60%超が死亡に至る重大事故に

頭部を守るヘルメットの着用が最も大切であると言えます

ヘルメット装着

ヘルメットなし

自転車事故の損傷部位別／損傷程度による損傷部位 H21～23年［  構成割合  ］＝［  各損傷主部位損傷者数  ］×100
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出典：「交通事故分析リポートVol.97」 /  （公財）交通事故分析センター（平成24年11月）
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